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題字・清水英夫

２
０
１
２
年
10
月
19
日
、
10
月
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

１．

委
員
会
活
動
報
告

◇
出
版
事
業
委
員
会
　
飯
田
委
員
長

・
12
月
号
最
終
の
校
正
作
業
中
。
表
紙

は
岡
田
将
生
さ
ん
、
ザ
・
パ
ー
ソ
ン
が

和
田
か
お
り
さ
ん
。
特
集
は
「
世
界
の

テ
レ
ビ
賞
に
挑
め
！
」。

・
２
０
１
３
年
１
月
号
の
特
集
は
「
60

年
記
念
企
画
　
テ
レ
ビ
を
語
る
書
物
た

ち
」「
第
50
回
上
期
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
発

表
」。
表
紙
は
松
平
健
さ
ん
。
ザ
・
パ

ー
ソ
ン
は
汐
見
稔
幸
さ
ん
の
予
定
。

・
「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
の
記
事
を
配
信
し
て

い
る
ｇ
ｏ
ｏ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

最
適
化
を
求
め
て
き
た
が
、
今
、
早
急

に
対
応
は
で
き
な
い
の
で
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

◇
選
奨
事
業
委
員
会
　
藤
久
委
員
長

〈
テ
レ
ビ
委
員
会
〉
中
町
副
委
員
長

・
９
月
度
の
月
評
会
を
10
月
１
日
に
開

催
し
た
。
第
50
回
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞
上

期
の
参
加
本
数
は
、
１
３
６
本
で
、
前

年
よ
り
も
７
本
増
え
た
。
10
月
25
日
に

選
考
会
を
開
催
す
る
予
定
。
10
月
度
の

月
評
会
は
10
月
30
日
に
開
催
す
る
予
定
。

〈
ラ
ジ
オ
委
員
会
〉
桜
井
委
員
長

・
10
月
17
日
に
10
月
度
の
合
評
会
を
開

催
し
た
。
山
口
放
送
の
「
Ｄ
Ｏ
！
Ａ
Ｓ

Ａ
」
を
取
り
上
げ
た
。

・
第
50
回
上
期
の
参
加
本
数
は
30
本
で
、

前
年
よ
り
も
９
本
減
と
な
っ
た
。

９
本
減
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
桜
井

委
員
長
は
生
ワ
イ
ド
部
門
へ
の
参
加
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
見
直
し
が
必

要
か
も
し
れ
な
い
と
分
析
。

ラ
ジ
オ
単
営
局
は
経
営
が
厳
し
い
の
で

何
ら
か
の
対
応
策
が
必
要
。
ワ
イ
ド
部

門
は
参
加
料
を
下
げ
る
べ
き
な
ど
の
意

見
が
出
た
。

・
選
考
は
10
月
23
日
に
ド
ラ
マ
部
門
と

報
道
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
を
、

29
日
に
ワ
イ
ド
部
門
と
音
楽
＆
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
部
門
を
行
う
予
定
。

〈
Ｃ
Ｍ
委
員
会
〉
五
井
委
員
長

・
Ｃ
Ｍ
部
門
は
、
10
月
22
日
に
定
例
会

と
上
期
選
考
会
を
開
催
す
る
予
定
。

・
上
期
の
参
加
本
数
は
１
３
５
本
で
、

昨
年
よ
り
15
本
増
と
な
っ
た
。

〈
報
道
活
動
委
員
会
〉
鈴
木
委
員
長

・
11
月
３
日
に
上
期
選
考
会
を
開
催
す

る
予
定
。
ま
た
、
11
月
10
日
に
「
報
道

活
動
を
見
て
、
制
作
者
と
語
る
会
」
を

日
大
で
開
催
す
る
。

・
上
期
の
参
加
本
数
は
８
本
で
、
昨
年

よ
り
２
本
増
と
な
っ
た
が
、
下
期
に
期

待
し
た
い
。

◇
企
画
事
業
委
員
会
　
碓
井
委
員
長

・
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
て
、
全
体

の
作
業
の
確
認
や
方
向
性
を
確
認
し
た
。

来
年
春
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
し
て
全

体
の
構
造
を
見
直
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
、
開
催
の
規
模
、
会
場
、
受
講

料
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
。
年
内
に
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
定
す
る
予
定
。

◇
マ
イ
ベ
ス
ト
Ｔ
Ｖ
賞
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

滝
野
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
の
提
携
先
の
プ

第
　
回
上
期
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
賞

各
部
門
の
選
考
会
は
じ
ま
る

―
10
月
理
事
会
報
告
―

50
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ラ
ッ
ト
イ
ー
ズ
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
マ
イ
ベ

ス
ト
Ｔ
Ｖ
へ
の
投
票
が
で
き
る
よ
う
に
見

積
り
を
依
頼
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果

で
最
適
化
を
検
討
し
た
い
。

２．

50
周
年
委
員
会
報
告

①
50
周
年
式
典
、
50
周
年
イ
ベ
ン
ト

藤
田
委
員
長

・
50
周
年
の
記
念
賞
は
正
会
員
に
も
推
薦

を
し
て
い
た
だ
く
。
推
薦
用
紙
を
「
Ｇ
Ａ

Ｌ
Ａ
Ｃ
」
12
月
号
に
同
封
す
る
予
定
で
作

成
し
て
い
る
。
11
月
末
締
め
切
り
。

ま
た
、
式
典
と
は
別
に
50
年
を
振
り
返
っ

た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
提
案
の

件
は
、
会
場
の
選
定
を
進
め
て
い
る
の
で
、

近
日
中
に
は
会
場
と
期
間
な
ど
を
報
告
す

る
予
定
。
50
周
年
記
念
賞
と
50
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
選
奨
事
業
委
員
会

の
各
部
門
か
ら
も
贈
賞
の
対
象
の
ご
提
案

と
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
11
月
中
に
い
た
だ

き
た
い
。
も
う
ひ
と
つ
の
50
周
年
の
記
念

出
版
に
つ
い
て
は
解
題
コ
ラ
ム
を
集
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
掲
載
許
諾
を
と
る
作
業

中
。
３
月
末
に
は
発
刊
予
定
。

こ
れ
に
対
し
て
「
記
念
賞
の
対
象
は
局
で

も
い
い
ん
で
す
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、
藤
田
委
員
長
は
「
局
や
番
組
は
あ

ま
り
想
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
が

…
」
と
の
答
え
だ
っ
た
が
、「
番
組
は
あ
り

で
は
な
い
で
す
か
」「
番
組
が
あ
っ
て
そ
れ

に
人
も
関
係
し
て
い
る
の
で
、
番
組
も
あ

り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」「
個
人
に
つ
い

て
は
50
年
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
40
代
や
50

代
の
人
に
も
差
し
上
げ
る
こ
と
が
あ
る
の

か
な
」「
終
わ
っ
た
番
組
で
も
歴
史
を
変
え

た
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
番
組
は
あ
り

と
い
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
か
」「
例
え
ば

大
河
ド
ラ
マ
で
も
い
い
の
で
は
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
藤
田
委
員
長
か
ら
は
あ

ま
り
縛
っ
て
も
い
け
な
い
の
で
、
番
組
も

あ
り
と
い
う
こ
と
に
す
る
と
い
う
答
え
が

あ
っ
た
。

ま
た
Ｃ
Ｍ
に
つ
い
て
は
「
企
業
は
あ
り
で

す
か
」
と
の
問
い
に
は
、「
結
局
、
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
個
人
賞
な
の

で
、
何
に
重
き
を
置
く
か
で
す
ね
」「
入
り

口
は
広
く
取
っ
て
お
く
ほ
う
が
い
い
の
で

は
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

藤
田
委
員
長
か
ら
は
、
番
組
等
と
企
業
を

対
象
に
す
る
の
か
は
あ
ま
り
枠
組
み
を
決

め
付
け
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
う
。
正
会

員
発
送
の
文
書
は
工
夫
し
ま
す
と
の
答
え

が
あ
っ
た
。

②
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
賞
状
　
橋
本
専
務
理
事

新
し
い
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
試
作
品
と
新
し
い

賞
状
の
デ
ザ
イ
ン
を
提
出
し
た
。
ま
た
、

賞
状
の
統
一
感
を
出
す
た
め
に
奨
励
賞
の

賞
状
も
新
し
く
す
る
予
定
で
、
デ
ザ
イ
ン

を
依
頼
し
て
い
る
。
志
賀
信
夫
賞
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
今
ま
で
通
り
の
も
の

と
す
る
。

③
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

川
喜
田
理
事

プ
ラ
ッ
ト
イ
ー
ズ
と
進
め
て
い
る
ギ
ャ
ラ

ク
シ
ー
賞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
シ
ス
テ
ム

の
イ
メ
ー
ジ
を
提
出
。

費
用
に
つ
い
て
は
導
入
初
期
費
用
と
ラ
ン

ニ
ン
グ
費
用
に
つ
い
て
は
承
認
済
み
だ
が
、

過
去
受
賞
作
品
の
番
宣
写
真
Ｗ
Ｅ
Ｂ
掲
載

に
関
す
る
許
諾
代
行
な
ど
の
導
入
初
期
メ

タ
デ
ー
タ
整
備
費
と
月
一
回
の
デ
ー
タ
更

新
費
用
が
派
生
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
定
し
て
い
た

初
期
費
用
よ
り
は
ず
い
ぶ
ん
安
く
な
っ
て

い
る
こ
と
と
、
プ
ラ
ッ
ト
イ
ー
ズ
に
維
持

会
員
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
、
滝

野
理
事
と
協
力
し
て
進
め
て
い
く
。

こ
れ
に
対
し
て
田
中
理
事
よ
り
シ
ス
テ
ム

開
発
の
著
作
権
は
プ
ラ
ッ
ト
イ
ー
ズ
か
と

の
問
い
が
あ
り
、
川
喜
田
理
事
よ
り
月
額

利
用
料
は
サ
ー
バ
ー
の
レ
ン
タ
ル
利
用
使
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用
料
で
あ
る
と
の
答
え
が
あ
り
、
滝
野
理

事
よ
り
こ
れ
を
作
成
す
る
と
き
に
は
プ
ラ

ッ
ト
イ
ー
ズ
が
持
っ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
使
用
す
る
こ
と
で
こ
の
料
金
に
な
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
放

懇
用
の
も
の
を
作
っ
て
も
ら
う
の
で
著
作

権
は
放
懇
に
あ
る
が
、
人
の
検
索
な
ど
は

プ
ラ
ッ
ト
イ
ー
ズ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
契
約
す
る
と
き
に
詳
し
く
詰
め
た
い
と

の
説
明
あ
り
。

３．

そ
の
他

①
日
韓
中
Ｔ
Ｖ
制
作
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

飯
田
理
事

詳
細
は
「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
と
同
封
す
る
「
ほ

う
こ
ん
」
に
掲
載
予
定
で
す
。

今
回
参
加
し
た
藤
久
理
事
と
中
町
理
事
か

ら
も
報
告
が
あ
っ
た
。

②
入
会
・
退
会

〈
入
会
〉

・
正
会
員
　
内
田
雄
一
さ
ん

・
維
持
会
員
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

〈
退
会
〉
正
会
員
　
赤
坂
光
男
さ
ん

③
Ａ
Ｔ
Ｐ
「
東
京
Ｔ
Ｖ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０

１
２
」
後
援
名
義
の
件

・
中
島
事
務
局
長
よ
り
、
内
容
説
明
及
び

今
ま
で
の
経
過
説
明
。→

了
承
。

④
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
中
島
事
務
局
長

・
「
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｃ
」
11
月
号
の
到
着
が
一

部
で
通
常
よ
り
遅
く
な
っ
た
事
態
が
あ
り
、

調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
は
三
連
休

が
は
さ
ま
っ
た
た
め
の
よ
う
だ
が
確
か
な

原
因
は
不
明
だ
っ
た
。
発
送
に
使
用
し
て

い
る
ゆ
う
メ
ー
ル
は
、
料
金
は
安
い
が
配

送
は
通
常
郵
便
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
特

長
が
あ
る
。
今
回
の
事
態
を
受
け
て
、
い

く
つ
か
の
別
の
発
送
方
法
に
つ
い
て
見
積

も
り
を
出
し
て
も
ら
っ
た
が
、
ヤ
マ
ト
の

メ
ー
ル
便
と
第
三
種
便
を
調
べ
た
が
、
比

較
し
た
と
こ
ろ
費
用
は
ゆ
う
メ
ー
ル
が
一

番
安
か
っ
た
。

当
面
は
従
来
通
り
ゆ
う
メ
ー
ル
で
発
送
す

る
こ
と
を
了
承
。

・
小
田
桐
常
務
理
事
よ
り
テ
ー
マ
を
決
め

て
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
時
間
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

提
案
に
対
し
、
各
理
事
よ
り
い
く
つ
か
意

見
、
提
案
が
さ
れ
た
。
結
論
は
出
な
か
っ

た
が
、
中
身
の
あ
る
理
事
会
と
す
る
よ
う

議
事
進
行
含
め
て
努
力
す
る
こ
と
と
し
た
。

次
回
以
降
の
理
事
会

11
月
19
日
（
月
）

12
月
14
日
（
金
）

﹇
出
席
﹈音
好
宏
、
橋
本
隆
、
上
滝
徹
也
、

小
田
桐
誠
、
藤
田
真
文
、
飯
田
み
か
、
藤

久
ミ
ネ
、
碓
井
広
義
、
桜
井
聖
子
、
五
井

千
鶴
子
、
鈴
木
嘉
一
、
滝
野
俊
一
、
石
井

彰
、
川
喜
田
尚
、
小
林
毅
、
嶋
田
親
一
、

田
中
早
苗
、
中
町
綾
子
、
稗
田
政
憲
、
中

島
好
登会

議
記
録

﹇
10
月
﹈

16
日
　
　
　
　
　
　
出
版
編
集
委
員
会

企
画
事
業
委
員
会

17
日
　
　
（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
定
例
部
会

19
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

22
日
　
　
　
（
選
奨
）
Ｃ
Ｍ
定
例
部
会

Ｃ
Ｍ
選
考
会

23
日
（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
「
ド
ラ
マ
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
選
考
会

25
日
　
　
　
（
選
奨
）
テ
レ
ビ
選
考
会

29
日
（
選
奨
）
ラ
ジ
オ
「
ワ
イ
ド
・
音
楽
＆
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
選
考
会

30
日
　
　
　
（
選
奨
）
テ
レ
ビ
月
評
会



公開シンポジウム　第5回〈ギャラクシー賞受賞「報道活動」を見て、制作者と語る会〉
■ 日　時 2012年11月10日（土）午後1時～5時（開場午後0時半）
■ 場　所 日本大学藝術学部　江古田キャンパス　東棟1階 E102教室
■ 主　催 NPO法人放送批評懇談会ギャラクシー賞報道活動部門委員会
■ 後　援 日本大学藝術学部放送学科　　　■ 入場無料 （定員100人）事前の申し込みは必要ありません

【上映作品と参加放送局】
〈大　賞〉絆いわて「ふるさとは負けない！」キャンペーン（IBC岩手放送）
〈優秀賞〉市営散弾銃射撃場鉛汚染問題における一連の報道（伊万里ケーブルテレビジョン）
〈優秀賞〉オムニバス・ドキュメンタリー「3・11大震災　記者たちの眼差し」Ⅰ～Ⅳ（TBSテレビ）
〈選　奨〉 NNNドキュメント'11～'12「3・11大震災シリーズ」における計31本の番組制作と一連の報道活動（日本テレビ）
総合司会は報道活動部門委員長の鈴木嘉一、シンポジウムの司会は前報道活動部門委員長の碓井広義が担当します。

【会場へのアクセス】
最寄り駅　西武池袋線　江古田駅（池袋駅から各駅停車で三つ目、6分）北口から徒歩3分

【問い合わせ】 放送批評懇談会 03-5379-5521（平日午前10時～午後1時、午後2時～6時）

しが・のぶお 放送評論家。1929（昭和4）年10月23日福島県生まれ。53（昭和28）年早稲田大学大学院文学研
究科修了。57（昭和32）年早稲田大学第一・第二文学部講師。60（昭和35）年放送評論家として独立。63（昭和
38）年放送批評懇談会設立と同時に理事。79（昭和54）年共立女子大学文芸学部講師。81（昭和56）年メディアワ
ークショップ代表理事。85（昭和60）年ビデオ映像文化振興財団理事。90（平成2）年多摩大学経営情報学部講師。
NAB（全米放送事業者協会）東京セッション実行委員会会長、文化庁芸術祭審査委員、NHK演出審議委員などを務
める。放送批評懇談会理事長は、78（昭和53）年5月から2008（平成20）年6月まで務めた。
テレビが誕生してから、常にテレビを見続け、評論家として独自のスタイルを貫く。2003年には、テレビ評論の
分野で初めて芸術選奨を受賞。著書に「デジタル時代のパイオニア」（源流社）、「BS／CS衛星放送新時代」（電波新
聞社）、「昭和テレビ放送史」（早川書房）、「映像の先駆者125人の肖像」（NHK出版）など多数。自選の優れた番組
について評論を記録し、関係者の証言を集めるなどした「年間テレビベスト作品」を30年にわたって出版した。
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報

放
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批
評
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会
前
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事
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現
名
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会
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）
と
し
て
、
放
送
界

の
発
展
に
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与
さ
れ
た
放
送
評
論
家
の
志
賀
信
夫
さ
ん
が
、
２

０
１
２
年
10
月
29
日
、
肺
炎
の
た
め
東
京
都
内
の
病
院
で
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
83
歳
で
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

葬
儀
は
故
人
の
遺
志
に
よ
り
、
近
親
者
の
み
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

後
日
、
偲
ぶ
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。


